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第 3章

キプシギスの共同体と 2 つの「エクリチュール」

小馬 　徹

はじめに

私たちは日頃、自分の身体をほとんど意識することなく暮らしている。そ
れは、身体が世界と調和して、内的な機構を無理なく維持しているからであ
る。身体を意識するのは、世界との調和が破れて生じた痛みや熱や倦怠や鬱
屈という心身の兆候によって、内的な機構の軋みや破綻を感知する時なのだ。

英語の community やドイツ語の Gemeinde は、「共同体」と訳されてきた。
それらの語の内包を一つの政治体系、つまり政体（polity）として把握して
きたゆえであろう。共同体や政体という訳語には、明らかに有機体としての
身体とのアナロジーがある。

本稿の冒頭でこの事実に触れたのは、無論、直接その当否を論じるためで
はない。このアナロジーによって、「共同体」もまた世界との調和が破れる
危機状況において初めて強く意識され、その成員によって対象化されること
になるという、単純な事実を最初に確認しておきたかったのである。

最近筆者は、ケニアのキプシギス人の民族共同体が「内戦」勃発という緊
急事態の最中で国家との間の調和を一気に乱し、その結果、内的な機構が強
い緊張と葛藤に直面して激しく動揺する様を、その現場で目の当たりにした。
筆者は、本稿で、その緊急事態の中で一見全く相反する方向へと舵を切った
と思われる 2 つの地域共同体の対照的な事例を報告し、それに基づいて、キ
プシギスの共同体の特質の理解を深化させようと試みる。
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筆者が 30 年以上にわたって親しく付き合ってきた南西ケニアの農牧民キ
プシギスの人々は、2007 年 12 月 30 日からの 2 ヵ月余りの間、実質上の自
民族の土地（キプシギス 5 県）の四囲に住む諸民族と個々別々の理由で、し
かも一斉に戦うという未曾有の危機を経験した。それは、2007 年 12 月 27
日に実施され、最終的にはその 3 日後に現職大統領ムワイ・キバキの再選が
宣言された大統領選挙の結果（同 30 日に正式発表）をめぐる、ケニア政府
との全面対決でもあった。キプシギスの共同体は、こうして勃発したその深
刻な危機に対処すべく、内的機構を急激に強化しようとしたり、逆に暴走す
る若者の憤懣を抑えきれずに機能不全に陥ったりした。人々はそれぞれの立
場や思惑からそのそれぞれの事態に服従したり、反発したり、あるいは思い
切り付け込んだりしたのだが、それらの行為は総体として、いわば彼ら自身
が「共同体の自画像」をあらためて直接的・間接的に描くことであったとも
言える。

ただし、ケニアの二重法（国家法／各民族の慣習法）制下で長く非集権的
政治体制を維持してきたキプシギス民族の政治的身体（政体）は、その二重
の法の相互干渉のゆえに決して単一ではない。つまり、村落共同体およびそ
の緩やかな連合体としての（マーケット、すなわち交易センターを核とする）
小地域（以下では「地域共同体」と呼ぶ）に細分されて様々な実践が行われ
ているのである。したがって、このまさに危機的な時期のキプシギスの個々
の地域共同体とその住民たちの経験もまた、上に述べたように、決して一様
ではなかった。

ただし、大雑把に言えば、実質上キプシギス民族の土地である「民族界」（キ
プシギス 5 県外周部の輪郭線内部）の縁辺部と内奥の間には、大きな乖離が
見られた。本稿では、その二分割の各々の代表として、2 つの地域共同体（南
西部のソティック県ンダナイ区と中央部ブレット県東部のコノイン区）の経
験を取り上げて、それを論じる。

その両者の現象的な対照性を超えた原理的な相同性を明らかにすることに
よって、今日のキプシギスの共同体の特質を理解することが、本稿の目的で
ある。
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1 　「盗まれた若者革命」と「内戦」勃発

さて、キプシギスの共同体を本格的に論じる前に、この節でまずしておか
なければならないことがある。すなわち、それは 2007 年末の大統領選挙と
それに続く全土一斉の民族紛争、或いはほとんど内戦といえる状況を（別稿

［小馬 2008a 、2008b］を援用して、）最低限説明することによって、本稿の
論議の背景を明かにすることである。

（1）総選挙と内戦
ケニアでは、総選挙が 5 年ごとに定期的に行われており、直近の選挙は予

定通り 2007 年 12 月 27 日に実施された。その投票と開票過程は（下記の一
点を除いて）概ね円滑に進み、全国各地の投票所でそれぞれ集計結果を公表
する形式の国会議員・地方議員の選挙には、特段大きな混乱は起きなかった。

ただし、大統領選挙だけは、首都ナイロビの中央選管に投票箱を集約した
上で開票を進めて集計結果を速報するという、特別のやり方が採用されてい
た。開票後間もなく、野党オレンジ民主運動（ODM；Orange Democratic 
Movement）候補のライラ・オディンガが、国民団結党（PNU；Party of 
National Unity）候補で現職大統領のムワイ・キバキに予想通り大差をつけた。
約 40 万票というその差はその後もほとんど縮まらなかったので、大勢は誰
の目にも明らかだと思われた。ところが 29 日になって、得票数の差が突如
3 万 8 千票にまで縮まっただけでなく、その時点で俄に開票速報が滞って、
全く動かなくなってしまった。それ以来、国民は息を詰めてジリジリ再開を
待ち侘びながら、一向に速報が始まる気配がないことに苛立ち、次第に疑心
暗鬼を飼い太らせていったのである。

やがて、30 日夕方、中央選管が、キバキが（大逆転して）約 23 万票差で
当選したと突如公表した。そして、キバキがその直後に形ばかりの就任宣誓
式を密室で急遽断行するという、全く異例の展開となった。全国至る所で一
斉に血で血を洗う抗争が勃発したのは、開票の最終結果発表直後（5 ～ 10
分後とされる）であった――ケニアでは、これを「2007 年総選挙後暴動」

（post-election violence）と呼ぶ。その後同年 3 月半ばに大連立政権が実現す
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るまで、緊迫した「2007 年総選挙後危機」（post-election crisis）が続いた。

（2）大統領という暴君
ケニアの国家統治の構造的な欠陥の根は、なによりもまず、強権的な大統

領制にあるとされてきた。初代大統領ジョモ・ケニヤッタ（ギクユ人）は、
就任早々他民族（カレンジン人）の住むリフトバレー州各地の広大な放牧地
を私物化するとともに、自民族の人々を大量入植させた。カレンジン人（トゥ
ゲン人）出身の第 2 代大統領ダニエル・アラップ・モイは、別の（そして最
大の）カレンジン人支派であるキプシギス人のケニアでも最も豊かな土地の
一角を始め、各地の広大な土地を点々と掌中に収めた。2002 年末に就任し
た現職で第 3 代目大統領であるムワイ・キバキ（ギクユ人）も、国民の期待
に反して、その例外ではなかった。このように、大統領を筆頭として、歴代
の政府高官と政治家たちは、誰もが皆、ケニアの国土と国有財産の略奪者だっ
たのだ。

現在最も深刻な社会問題として、国際社会も強い関心を寄せているのは、
既に国土面積の 3％を割り込んでしまった各地の森林地帯（水源地！）に入
り込んで不法占拠している土地無しの人々の処遇である。それが、民族紛争
の最大の原因でもある。確かに問題の淵源は白人の入植にあったにせよ、歴
代の為政者はその宿痾を致命傷へと悪化させることを少しも躊躇わなかった
のだ。

だからこそ、「旧宗主国に押しつけられた」憲法を一日も早く改正して、
大統領の大権――つまり、法とは大統領の恣意の異称だといわんばかりの法
構造――を突き崩すことが、ケニアの人々の（独立以来）の宿願だった。今
世紀に入ると、歴史の偶然から、その市民的な使命がキバキ（現大統領）に
託されることになった。前々回、2002 年末の総選挙当時、彼は小政党の代
表に過ぎなかったのだが、（23 年間にわたる）ダニエル・アラップ・モイの
長期政権の打倒とそれによる改憲の実現のために、野党は小異を捨てて「国
民虹の連合」（NARC；National Alliance of Rainbow Coalition）に大挙して
結集した。キバキは、その内部の勢力均衡力学の綾で漁夫の利を得て統一大
統領候補に担がれ、首尾良く当選したのである。
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当初キバキは、公約通り、大統領権限縮小と腐敗構造の一掃に正面から取
り組む姿勢を一応は見せた。しかし、大統領とは個人である以上に一つの機
関でもある。やがて、ギクユ人（ならびに言語・文化的に彼らに近縁のエン
ブ、メル、アカンバ等のゲマ〔GEMA〕諸民族）がキバキ政権下で利権を
独占し、腐敗が瞬く間に蔓延し出した。しかも、前政権時を凌ぐ巨大な規模
の疑獄が矢継ぎ早に生起する。そしてキバキが、逆に大統領権限強化を盛り
込んだ新憲法草案を 2005 年 11 月末に国民投票に付すことを決めると、人々
の反発は極点に達した。その国民投票での地滑り的な大敗後も、内外の予想
を裏切って、キバキは政権にしがみつく。こうして、2007 年 12 月 27 日の
次回総選挙に向けて、もう一度大統領権限大幅削減という悲願達成を目指す
野党連合 ODM が結成され、その運動の精力的な展開の先頭に立ったライラ・
オディンガが、一気にカリスマ性を高めていった。

しかし、2007 年大統領選挙も、結局は先述のように「盗まれた大統領選挙」
に終わってしまった。すると、その開票の成り行きを刻々 TV で注視してい
た人々が全国各地で同時多発的に蜂起してギクユ人（と当時その政治的な同
盟民族であったグシイ人）を襲い、彼らの生命・財産を奪い始めた。やがて、
ギクユ人が私兵も使った組織的な逆襲に転じて、北部の遊牧地帯を除くケニ
ア全土がほとんど無政府状態に陥ったのである。

アフリカ諸国の精力的な調停工作は難航を極めたものの、ついに前国連事
務総長コフィ・アナンの不屈の努力が実り、2 月 28 日、ODM と PNU が基
本合意書に急転直下調印した。かくして、3 月 12 日にオディンガを首班と
する大連立内閣が成立し、3 ヵ月半に及ぶ「2007 年総選挙後危機」が、実質
上ほぼ終息した。

（3）「盗まれた若者革命」
「2007 年総選挙後暴動」は、国家権力を握って PNU を支持するギクユ人（お

よび近縁のゲマ諸民族、ならびにグシイ人）と、ODM を支持するそれ以外
のケニア人（中核はカレンジン人とルオ人）の全面抗争に発展し、一気に国
家二分の瀬戸際まで亢進した。ケニアは、アフリカ大陸では政治的に最も安
定した国家の一つと目されていた。だが、実際には、1992 年総選挙直前に
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始まったカレンジン人対ギクユ人（およびグシイ人）間の「リフトバレー紛
争」を始め、土地や家畜の争奪を原因とする小規模な民族抗争が、断続的に
続いてきた。

しかしながら、ケニアの人々は、今回 2007-2008 年の事態をそれら従来の
紛争とは次元を全く異にするものとして受け止めている。すなわち、或る新
聞記事が独立以来「40 年間の民族的冷戦の後で振り降ろされた剣」と評し
たごとく、全土に戦火が及ぶ半内戦状態という前代未聞の事態として受けと
められ、人々を心底震え上がらせたからである。
「2007 年総選挙後暴動」は、民族対立の構図も利害関係の布置も、共に「リ

フトバレー紛争」に略々重なり合っている。国際世論は、以前、後者の原因
を自民族の領土から他民族を排除する部族主義に帰して、（キプシギス人を
中核とする）カレンジン人に非難を集中した。しかし今回は、当初民族紛争
という言説を徹底して抑止する一方、不平等な経済構造を維持・拡大して利
権の独占を強化し続けるギクユ人（ならびに彼らと同盟関係にあるその近縁
のゲマ諸民族）を最初に謗るという、大転換を見せた。

しかし、「2007 年総選挙後暴動」勃発の直接原因を民族紛争か経済紛争の
どちらか一方に求めることは難しい。2007 年総選挙キャンペーンの主役と
なって大統領権限大幅削減の実現に賭けた「若者革命」を盗み取られた若者
たちの絶望が、不定型の怒りとなって、まず各地で一斉に噴出して暴発した
のだ。そして、それが鬱積していた民族対立と経済格差に絡む諸々の常在の
疑念に即座に引火して、憎悪を一挙に炸裂させることになったと見るべきで
ある。

2 　ソティック県南部、ンダナイ区の経験

前節の最後に概述した事情は、筆者の長年のフィールドであり、また今回
の暴動の震源の一つとなったキプシギス 5 県の実情に照らせば分かり易い。

その 5 県の一つである北部のケリチョ県に展開している国際資本が保有す
る幾つかの大茶農園では、キバキの勝利が最終的に公表された直後、キプシ
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ギス人の労務者たちがギクユ人職制とグシイ人労務者を次々に襲って、2 百
人ほどを惨殺した。後者が期せずして挙げた歓呼の嬌声がキプシギス人を憤
激させたのが、そもそもの発火点だったとされる。

その後、キプシギス人は、民族的境界線（キプシギス 5 県の外周部輪郭線）
の西、北、南の 3 方面で、別々の敵と区々の理由で戦った。西側ではグシイ
人に復讐戦を挑まれ、北側では自民族の放牧地に入植したギクユ人の排除を
この機を利して推し進めようとして、逆に南側では、マサイ人の土地（トラ
ンスマラ県）に移住して今や人口も追い抜いたキプシギス人撃退の挙に出た
マサイ人に反抗して。そして、（無人の）マウ山地の深い国有林野に隣接し
ている東部では、キバキ政府とその基盤である PNU に加担したとして敵視
されていた行政首長や副首長などの行政官たち（キプシギス人）が、一斉に
人々の報復攻撃を受けたのである。

それでは、このようなキプシギス 5 県の全土が日常的な戦闘状態に陥った
状況で、各地の地域共同体はどのような対応を見せたのだろうか。まず本節
では、キプシギスの領土の南西部に当たり、グシイ人の報復攻撃に応酬して
戦ったソティック県の中でもその中央に位置するンダナイ区の地域共同体の
例を見てみよう。戦いの時系列に沿った委細の記述は、別稿［小馬　2008a］
に譲らなければならない。本節第 1 項では、この過程でンダナイ区の地域共
同体の属性にどのような変化が兆しつつあったのかを窺わせる一つの出来事
を取り上げて、煩瑣を顧みずに概略を記述して、分析を加えてみたい。

（1）ンダナイ区 ODM 抗議集会
ライラ・オディンガ（ODM 党首）が 2008 年 1 月 1 日に呼びかけた 1 月 3

日の平和的な抗議デモが、同日ソティック県ンダナイ区でも、予定通り実施
された。デモ隊は、ンダナイ・マーケットの西端を南北に貫通する幹線道路
ソティック－キルゴリス（トランス・マラ県）線上を、ンダナイ・マーケッ
ト側からソティック方面へと北上して行った。

午前 10 時前、出発点であるンダナイ中学校正門前には、既に千人を超え
る群衆が集結しており、まずムワイ・キバキ大統領の顔写真をその場で焼い
て気勢をあげてから、デモ行進が開始された。人々の隊列の先頭には、ライ
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ラ・オディンガの顔写真と、「ライラ無しでは平和無し」（No Raila, No 
Peace）という運動のキャッチ・コピーを大書したプラカードが掲げられ、
人々も「ライラ無しでは平和無し」と唱和しながら進んで行った。

ンダナイ・マーケットの北の端を過ぎてから 1 キロメートル程進み、タプ
キロベイ水場に差しかかった頃には、デモ隊の人数は 2 千 3 百ほどに膨れ上
がっていた。だが、11 キロメートル程先の目的地であるカイテット橋まで
の道のりは、長くてなかなか困難なものだった。というのも、行く手に次々
に現れる小さなマーケットの辺りの道路には、必ず大石や巨大な丸太を並べ
た封鎖ブロックが待ち受けていたからだ。デモ隊は、逐一それを取り除けて
通り越し、またブロックを元通りに置き直して進まなければならなかったの
である。

参加者は、飽くまでもデモが平和的であることを示す常套手段として、幅
広の葉のついた草の茎か木の枝を手に手に持っていた。しかしながら、参加
者には、女性や子供が誰一人として含まれていない。この紛れもない事実は、
このデモ隊の占めている空間には伝統的な戦場の空間と同一の属性が付与さ
れていたことを、またデモ隊が軍団に擬せられていることを、図らずも暗示
していた。

予定の目的地であるカイテット橋に着いても、人々はそこからそのまま引
き返そうとはせず、さらに北側のソティック方面に歩き続けて、テンブウォ・
マーケットに達した――ちなみに、テンブウォはその後、最後までソティッ
ク・ボラブ県境沿いのキプシギス・グシイ紛争の一つの焦点となった。しか
もテンブウォに着く頃には、参加者は 1 万人近くに膨れ上がり、何時の間に
か現れて人々に担がれていた棺桶が隊列の先頭を進んでいた。それは、誰も
が大統領ムワイ・キバキの死を望んでいることをあからさまに象徴するもの
だった。

テンブウォに着くと、道の中央に下ろされたその空の棺桶にムワイ・キバ
キの顔写真がまず張り付けられ、2 人の男性がその傍らへと呼び寄せられた。
彼ら 2 人は、それぞれ呪詛氏族として名高い、カプチェボイン氏族とキプサ
マエック氏族の者で、人々に向かって、各人が手にしている草の茎と木の枝
を棺桶の上に積み上げるように指示した。次に、その内の 1 人が棺桶の頭の
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部分へ近づいて、まず顔写真のキバキの首を剣で切ってから、棺桶に火を放っ
た。それから 2 人は、全ての人々に、今ここで解散して、各自の出発点に決
して後ろを振り向くことなく帰るように命じた。

ンダナイ・マーケット方面への帰路、人々はすっかり疲れ果てていて、思
い思いに沿道の家々に上がり込んでは、しきりに水を所望した。一部の人々
はそれに飽き足らずに、ブルゲイ交差点をンダナイ方面へと直進しないでわ
ざと右手に折れ、迂回してチェプレルウォ亜郡方面へと向かった。そして、
チェプカルワルに住むチェプレルウォ亜郡担当の行政副首長 J.R. の畑に入り
込むと、熟れたパイナップルを選んで貪り食った。だが J.R. は、一言も異を
唱えることはなかった。大統領選挙の得票数の最終集計結果発表（12月30日）
以来、行政首長や行政副首長は、キバキ政権と彼の国民団結党（PNU）―
―つまりギクユ人とゲマ諸民族――による大統領選挙の不正に加担した卑劣
漢とされて、人々の非難と報復的な言辞の矢面に立たされていたからである。

一部の人々は、J.R. の隣人である M.T. の畑にも押し入って砂糖キビを切
り取り、その茎をしがんで甘い汁を啜って喉の渇きを癒した。家畜の仲買人
である M.T. にはグシイ人の同業の知り合いがいて、互いに各地の値動き等
の情報を求めて携帯電話で絶えず連絡を取り合っていたがゆえに、不運にも、
敵に通じた裏切り者と見られていたのである。

この予定外の出来事は、一種の「村八分」の動きの先走った兆候であった
だろう。しかし、次に見るように、この不穏な動きは、蕾の内に即座に摘み
取られたのだった。

全ての参加者がンダナイ・マーケットに着くと、引き続きこのデモの総括
集会が開かれた。リーダーたちがその場で繰返し強調したのは、このような
デモが平和裏に行われることの重要さである。そして彼らは、決して誰の物
も盗むなと若者たちを諭し、跳ね返り行動を厳しく戒めたうえで、ムワイ・
キバキ大統領は（自制を忘れない自分たちとは違って）無体にも市民の権利
を強奪したのだと主張して、強い非難を繰り返した。

（2）行政首長たちの権威の失墜
ンダナイ・マーケットを中心とする地域（ンダナイ区のンダナイ郡とその
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周辺）の人々が集会で示した、上記のような抑制のきいた言動の委細は、ン
ダナイ区全体に周知徹底されて、いわば行動の準拠モデルとなった。ンダナ
イ区各地で行われた示威行動の諸例では、興奮して破壊行動に走ろうとした
若者層を年配者がよく制御していた。職がなく、興奮して血気にはやる自暴
自棄の若者たちがナイロビなどの大都市のスラムで引き起こしたような流血
の大混乱や暴動には、全く繋がらなかったのである。老人たちは、長期的な
展望から利害・得失を冷静に説いて、行政首長や行政副首長を始めとする（キ
プシギス人、ならびに他のカレンジン人の）行政官たちにも一定の尊敬を払
うべきだという、穏健で調和的な世論を巧みに導いたのである。

例えば、2007 年 12 月 30 日の大統領選挙の開票結果公表直後、一部の貧
しい若者たちが（非カレンジン系の）他民族出身でキプシギス人男性と結婚
してンダナイ区に住んでいる幾人かの女性たちの家屋を襲撃して、家財を略
奪した。また、ギクユ人に近縁で彼らの政治的同盟者であるアカンバ人で、
長くンダナイ・マーケットに住んできた中年の女性も、同様の被害にあった。
老人たちは、すぐにンダナイ・マーケットで集会を開いて、全ての略奪品を
彼女らに速やかに返せと若者たちに命じ、そうしなければ老人たちが集合的
な呪詛に訴えて彼らに死をもたらすだろうと脅したのである。その効果は絶
大だった。

ンダナイ地方の人々が大局的に見て過激化することなく、よく自制的な行
動を保ち得た事実は、筆者に強い印象を与えた。グシイ人の土地（ボラブ県）
と長い県境で接しているにもかかわらず、というのが最初の感慨だったが、
これは戦いの何たるかをよく知らない者の表層的な見方だと、やがて気づか
された。というのも、北部でも南部でも、ほぼ同じような状況が見られたか
らである。すなわち、他民族との長期の抗争を覚悟しなければならない「民
族界」の縁辺部では、内部対立を許容する余地が全くないのだ。だから、そ
れらの地域共同体のリーダー（老人）たちには、（キプシギス人である）行
政首長や行政副首長を末端とするケニア国家の「地方行政」（provincial 
administration）当局との対抗関係は温存しながらも、自己抑制して決定的
な決裂を回避する現実的な判断が不可欠だったのである。

他方これとは対照的に、キプシギス 5 県の中央部の各地では、「2007 年総
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選挙後危機」を契機として、政治構造の劇的な変化が現象した。すなわち、
ギグユ人やグシイ人が惨殺され、（ソマリア人の一派である）オリア人が財
産を略奪されただけでなく、キプシギス人の行政首長・副首長たちもまた土
地の人々による激しい攻撃に晒されたのだ。それは、彼らがキバキ政権とそ
れを支える PNU（国民団結党）の集会にしばしば動員され（買収され）て
いたがゆえに、そうであるべき公正さと中立性を放棄したと見られていたか
らであった。公務員である彼らは、国家（政権党）と民族に対する 2 つの忠
誠に引き裂かれるマージナルマンの属性を、この機会には、常にも増してそ
れを強く帯びざるを得なかったのである。

人々は、行政首長・副首長たちが各々牛 2 頭を差し出して許しを乞うこと
を求めただけでなく、往々彼らの私宅を焼き討ちして、家財道具を破壊し略
奪した――なお、取り上げられた牛たちは、示威行動参加者や暴徒と化した
若者たちの食糧となった。

さらに、それ以上の事態さえ生じた。一例を挙げれば、（次節で詳しく報
告するように）ブレティ県の東部、コノイン区の行政の中心地であるモゴゴ
シエックでは、区担当の県行政官（District offi  cer：通常 D.O. と呼ぶ、行政
首長の上司）や行政首長の事務所までが襲撃を受けて、焼き払われた。行政
府は権威を一気に完全に喪失し、コノイン区一帯では、2008 年 3 月に「2007
年総選挙危機」が表面的には一応終結した後でも、一種のアノミー状態が長
く続くことになったのである。

今回の「総選挙後危機」に次ぐ数の犠牲者を出した 1992 年の民族衝突では、
紛争の中心地の一つであったキプシギスの土地でさえも、行政府の危機は全
く経験されなかった。当時は、カレンジン民族の代表であるダニエル・アラッ
プ・モイが政権を握っていて、キプシギス人にとっては政権党である
KANU（Kenya African National Union）と行政府が、味方、いわば「身内」
の関係にあったからでもあろう。しかしながら、植民地時代以来一貫して圧
倒的な権威者として恐れ続けられて来た行政首長を人々が襲撃して屈伏させ
るという未曾有の事態が今回一斉に生じた事実は、今後打ち消し難い意味を
もち続け、長く影響を残すことになるものと思われる。

ところが一方、「民族界」緑辺部のソティック県ンダナイ区では、事態は
そうした深刻な域にまでは決して立ち至ることがなかった。リーダーたちは、
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キプシギス人としての団結を損なうことの愚を説き、行政首長たちに適切な
尊敬を払うように人々に求めて、受け入れられた。他の地域のように大茶農
園が（したがってギクユ人やグシイ人がい）ないがゆえに、問題が先鋭化し
なかったという一面も確かにあるだろう。だが、それとともに、対立する異
民族の土地との長い境界線沿いに住み、絶えず外部の脅威を感じながら生き
ている者たちの、それゆえにこそむしろ柔軟で優れて現実的な政治意識のあ
り方を、ここに見ることができるように思われる。

（3）ODM「3 日間ゼネスト」の中で
次に、同じくンダナイ地方でのこの時期における共同体の属性の急激な変

質（集権化への志向）を窺わせる、もう一つの出来事である「戦いの会議」
開催を取り上げてみよう。
（ケリチョ県とブレティ県を始めとして）キプシギス人地域の北部と中央

部に広がる大茶農園で自民族の労務者たちが多数、突然惨殺されたことに、
グシイ人は当然憤激していた。遺恨を抱くグシイ人たちが、事件のほぼ一週
間後、つまり 2008 年 1 月 6 日から、ソティック県（キプシギス側、東側）
－ボラブ県（グシイ側、西側）境沿いの土地で、点々とキプシギス人を襲撃
し始めた。キプシギス側では、これをグシイ人による（この地域での）「正
式の戦線布告」と受け止めて、急遽反撃の体制を整えた。

この日以来、ソティック県－ボラブ県境沿いのキプシギス人の家々では、
屋外で就寝せざるを得なくなった。屋内で寝ているところを焼き討ちされる
と、焼死する可能性が大きいからである。

1 月 16 日からの 3 日間、ライラ・オディンガが予て呼びかけ（ながら再
三延期し）て来た全国一斉の抗議行動である「3 日間ゼネスト」が、とうと
う各地で実施に移された。ンダナイ区のキプシギスの人々も、これに呼応し
て幾つかの行動を起こした。まず 16 日には、老人たちの呼び掛けによって
ンダナイ・マーケットで平和的な抗議集会が開かれる。そして、その場で、
翌 17 日にタプキロベイ水場に会場を移して、最初の「戦いの会議」を開く
ことが決議された。

17 日のタプキロベイ水場での「戦いの会議」には、2 千人を超える成人男
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性が集まった。この会議の大きな目的は、今にもケニアの危機が本当の内戦
に立ち至るかも知れないという緊迫した事態の中で、ンダナイ地方のキプシ
ギス住民が率直に意見を交換して意志統一を図り、来るべき本格的な（しか
も恐らくは日常的となるであろう長期にわたる）組織的戦闘に備えることで
あった。

この会議は、誰もが自由に発言できたし、どの発言も激越な調子にはなら
ず、むしろ冷静で実務的な空気の中で進められていった。会議の内容は、大
別すれば、（1）老人たちによる若い世代への戦いの知識と心構えの伝授、（2）
住民各層代表の決意表明、に二分できるだろう。ここでは、それらの各々の
要点を、他の項目と合わせて列挙してみよう。

まず、老人たちによる「戦い」の心構えと知識の伝授の内容を纏めて、簡
便に個条書きすれば、ほぼ次のようになる。

①戦士は、戦闘に赴く前には性生活を慎まなければならない。
②戦士は、出立時に誰とも口を聞いてはならない。戦場でもまたそう

であり、仲間の戦士とどうしても話す必要がある場合にも、ごく低
い声で手短かに話せ。

③戦場へ赴く途中で生き物を殺すな。もし殺せば自分の死が待ってい
る――この会議に先立つ若者 L.B.（タキテッチ村）の戦死の原因は、
このタブーの侵犯にあると説明された。

④戦場では、自分が置かれている個々の状況を鋭敏に分析・解釈せよ。
例えば、敵の女性が「戦いの叫び声」を挙げて救援を求めようとし
ないのは、夫が家の内部に隠れている場合だ。

⑤万一、敵に殺されるのではないかと俄に怖じ気付いた時には、躊躇
わずにキプシギスの土地に引き返せ。そのような戦士が一人でもい
ると、戦いは必ず敗れる。

⑥その場合には、他の戦士が使えるように、自分の武器を地面に置い
て残さなければならない。しかし、絶対に手渡してはならない。

⑦矢数が足りない同僚の戦士に矢を分け与える場合にも、同様に、決
して手渡ししてはならない。必ず地面に置け。
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⑧弓弦が切れるのは凶兆だ。その弓の持ち主は、すぐにキプシギスの
土地に引き返せ。

次に、住民各層代表の決意表明の内容をみてみよう。まず教員・聖職者の
代表者は、アフリカ・ゴスペル教会（African Gospel Church: 略称 AGC）
の牧師であり、且つ教員として全国教員組合（Kenya National Union of 
Teachers：略称 KNUT）地方支部の書記次長を務める、40 歳代の男性だった。
彼の発言内容は、ほぼ次の 2 点に要約できる。

（a）教員や聖職者も、一般民衆とともに戦場へ赴くべきだ。
（b）民族社会の防衛こそが何よりも大切だ。教育程度のいかんを問

わず、全ての男性が戦いに参加すべきである――つまり、高学歴の
者も傍観的にならず、（老人達たちの指示に服して）参戦せよ。

続いて指名された、公務員代表である（隣接する）ボメット県庁職員を務
める 40 歳代の男性は、次のように述べた。

（c）（自分を含めて）ほとんどの男性が戦い方（実践的な戦闘技術）
を知らない。今回の「総選挙後危機」は、民族の成員としてそれを
学ぶに相応しい好機だ。

（d）やはり、今回の事態を好機と見て、成人男性の全てが無条件に
武器を備えるべきだ。全男性には社会（と家族）を守る義務がある。

彼に続いた政治家代表は、2007 年総選挙で（新設の）ソティック地方議
会議員に新しく選ばれた、30 歳代後半の男性である。その発言の要点は、
以下のようになる。

（e）他の代表たちが既に表明した意見の通り、成人男子は皆速かに武
装して戦いに備えるべきだ。

（f）矢の値段が一本 10 シリング〔約 16 円〕から 15 ～ 25 シリング〔約
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31 ～ 40 円〕へと高騰しているが、各人が何を差し置いても十分に
買っておくべきだ。通常の価格との差額は、後に公費から補填する
ことを約束する。

この他の人々の発言の中には、（g）これまでは受験戦争の得失を優先し
て英語とスワヒリ語の早期教育が行われてきたが、これを機会に母語である
キプシギス語を小学校で教えるべきだ、とか、（h）都市住まいのキプシギ
ス人の子弟にも母語教育が徹底されるべきだ、というものがあった。これら
の発言は、今回の「総選挙後危機」がエスノ・ナショナリズムを言語的な側
面でも触発したことを推量させるに足るものだと言えよう。

ここで、簡単に注釈を付けておこう。公務員代表の発言（d）に触れれば、
実際、この会議の前後にほとんどの成人男性、特にそれまでは武器を持たな
かった若者たちが、剣や弓矢（と槍）を購入した。また、政治家代表の発言

（f）、つまり矢の価格急騰に対処すべく通常価格との差額を公費で負担する
という口約束は、結局実行されなかった。

既に述べた通り、この会議の雰囲気はむしろ静穏・沈着なもので、徒に士
気の高揚を図る様子は見られなかった。しかしながら、発言者は戦争の準備
を是認し、推進する意思を公にする発言を暗に（集合的に）求められており、
敢えてそれに背くことは事実上不可能だった。そうすることは、いつか「村
八分」に似たサンクションによる消極的で間接的な攻撃、ないしは暴力によ
る直接的攻撃に身を曝すこと、つまり場合によっては死を意味するからであ
る。そうした雰囲気の一端は、既に報告した、1 月 3 日の ODM 抗議行動の
際に行政副首長 J.R. やその隣人である M.T. の畑が略奪されたエピソードか
らも、十分に窺われるはずだ。

こうして、全ての人々が、職業、地位、宗教的信条などの違いを超越して
キプシギス民族というエスノ・ナショナルなアイデンティティとそれに連な
る価値観へとあらためて包摂されること、ならびにそれをすすんで受け入れ
る意思を確認することを求められたのである。

実際、マスコミが「一つのネーションの中の二つのネーション」（two 
nations in one）という表現で、「2007 年総選挙後暴動」によって個人の忠誠
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心が二つのネーション（〔ケニア〕国家と〔自〕民族）に鋭く引き裂かれて
しまった二律背反のただならぬ事態を、深刻な調子で再三論評していた。た
だし、キプシギスの人々は、庶民だけでなく、インテリたちもほとんどが、（キ
プシギス人をその最大の構成要素とする）カレンジン民族というネーション

（民族）をケニアというネーション（国家）に優先するのが当然だと語った。

（4）「2007 年総選挙後暴動」による共同体の変質
ンダナイ区の地域共同体に関する以上の事情は、とりあえず以下のように

纏めることができよう。
キプシギスの人々は、「盗まれた大統領選挙」を TV で目の当たりにして、

ケニアの（シヴィック）ナショナリズムが十全にはとても機能し得ないこと
を痛感させられた。そして、「2007 年総選挙後暴動」の過程でそれを代替す
る唯一のものとしてエスノ・ナショナリズムを一気に前面化させたのだ。そ
れによって、自分たちの「民族界」内に徐々に進出してきて地歩を固めつつ
あった他民族の農民、商店主、茶園労働者等をきわめて激越な形で、組織的・
暴力的に排除しようとしたのである。
（キプシギスの土地の北部地方や中部地方とは違って）国際資本の大茶農

園が存在しない貧しい自給的な農村部であり、比較的平穏だったソティック
県南部のンダナイ区も、グシイ人の報復攻撃を受けて急激にこの大きな動き
に巻き込まれていった。

その現象の組織的な枠組みとなったのが、主要なマーケット（交易セン
ター）を中核とする、広域的な地域共同体である。それは、（緩やかにその「地
域」を構成する）各村という最小単位の地域共同体、ならびにその住人の信
条と行動の多様性を大きく制限し始めて、いわば、集権的とも呼べる属性を
帯びていった。老人たちが逸る若者たちを抑えながら、自分たちが体現して
きたキプシギスの伝統の価値を前面に押し出して権威を急激に高めること
で、その動きを巧みに導いたのだ。すなわち、彼らは、近代化の過程で忘れ
られつつあった民族の知恵（なかでも強調されたのが、「正しい戦い方」や、
戦時の道徳）を次々に開かれる会合で繰り返し披瀝しながら、人々のキプシ
ギス人としての民族意識の再確認を推し進めていったのである。こうして、
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（伝統的な社会の中心にいた）老人たちの指導性と権威が、短時日の内に飛
躍的に向上したのであった。

一方、国家権力の末端に位置して自生的な共同体成員と直に接しつつ、老
人たちの民族的な権威と協調したり対抗したりしながら行政を司ってきたキ
プシギス人の行政首長・行政副首長たちは、「2007 年総選挙後暴動」を機に
権威を決定的に失墜させてしまった。ンダナイの地域共同体では、老人たち
は彼らを一方では睥睨しながらも（次節で述べるブレット県コノイン区のよ
うに彼らを襲撃して）徒らに追い詰めることはせず、むしろ民族間抗争の場
面で自陣に戦略的に取り込もうとし、実際それに成功した。

実は、（後に述べるように）行政首長たちには、「異人」として老人たちの
権威と拮抗する独特の権威によって共同体内外の力学を均衡させていた、か
つての村を超えて広域的に働いた「助言的裁判官」（kirwogindet）の現代的
代替物としての社会機能さえ、一面では担っていたといえるのである。彼ら
のそうした権威の突然の空白は、ンダナイ区のような「民族界」の縁辺部で
は、老人の保守的でエスノ・ナショナルな求心的権威を前例のないほどに大
きく膨張させる結果を招いたといえる。

3 　ブレット県東部、コノイン区の経験

前節で取り上げた、キプシギスの「民族界」の南部に当たるソティック県
でも南に位置するンダナイ区の事例は、（他民族とその後かなり長期にわたっ
て激しく戦火を交えた）「民族界」縁辺部を代表するものといえる。一方、
それとは全く異質の経験をした内陸地域の典型が、キプシギスの「民族界」
内中央部に位置する、ブレット県東部、わけてもコノイン区である。本第 3
節では、そのコノイン区の事情に深く立ち入って考察してみたい。

キプシギスの「民族界」から他民族の人々が残らず逃げ去ってしまった後、
内陸部では、「2007 年総選挙後危機」の文脈で新たに「内なる他者」視され
だした人々が、若者たちの次の攻撃目標になった。すなわち、PNU 等、
ODM 以外の政党の候補として国会議員選挙・地方議会議員選挙を戦った者
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たち（キプシギス人）、ならびに彼らを支持した者たちである。ブレティ県
の北に位置するケリチョ県の県都であるケリチョの町（キプシギスの土地全
体の中心都市）にほど近いカプソイット・マ－ケットでの争乱が、こうした
内向きの襲撃事件の典型的な例である。

ケニア独特の「地方行政」（provincial administration）の末端に連なる行
政首長や行政副首長も、公僕としての立場を「仮面」として PNU に加担し
た不埒な輩として、激しい非難や叱責と攻撃の的になった。彼らの政治的な
位置を人々に強烈に印象付けたのが、大統領命令でキプシギス 5 県の正副行
政首長が一堂に会した、ケリチョとカプカテット（ブレティ県中央部の町）
での 2 度の PNU 選挙キャンペーン集会である。その集会の主賓は大統領キ
バキの夫人ルーシーであり、各正副行政首長は単に出席するだけでなく、最
低でもミニバン 1 台分の定員、つまり 14 人の支持者をそれらの集会に動員
する義務を課せられていたのである。

（1）モゴゴシエックの焼き討ち――無法地帯化
コノイン区でも、全ての行政首長と行政副首長が「2007 年総選挙後暴動」

勃発直後に襲撃されたわけではない。（取り敢えずは）各々牛 2 頭を若者た
ちに引き渡せば許された地域も少なくない。そのような所では、老人たちは
民族的な「自動呪詛」（auto-curse）の効果の確認を人々に求めることによっ
て、若者たちの説得に努めた。すなわち、罪を犯した者は早晩神（Asis）の
報復と処罰を免れないのだから、ことさらに手を下して自らも罪に手を染め
る愚を犯すことを避けるべきだというのである。

比較的穏健な動きを見せた地域でも、やがて行政首長たちは急速に存在意
義を忘れ去られて力を失い、その結果、一切の行政事務が行えず、やがて人々
のどんな種類の集会にも顔を出さなくなっていった。急激な「地方行政」の
無力化は、放っておかれれば、それがいかなる種類の組織（たとえ暴力集団）
であれ、徒党を組んだ者たちが容易に取って代わることができる権力の空白
を後に残したのである。

コノイン区の中心地であるモゴゴシエック郡（モゴゴシエック・マーケッ
トが郡邑）では、行政全般の空白に早速付け込んで、半ば組織的な無頼の徒
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の一群が現れた。彼らは、まず若者たちを焚きつけて、或る亜郡の副行政首
長の家を焼き討ちさせる。次いで、同郡行政首長がモゴゴシエック・マーケッ
トで経営している靴屋を同じ若者たちに襲わせて、店の商品を略奪させたの
である。そこで、一部の心ある老人たちが、一層の事態の悪化を恐れて集会

（広域化した「村の裁判」）を開き、若者たちの逸脱行動を戒めた。
この時に老人たちが持ち出したのが、前節（第 2 節）第 2 項で取り上げた

ンダナイ区での略奪行為の抑止策と全く同じく、老人たちが集合的な呪詛に
よる致命的な制裁を課すことを仄めかして逸脱を牽制することだった。だが、
ンダナイ区の場合とは違って、若者たちが呪詛を殊更に強く恐れることはな
なかった。そして、「地方行政」官吏たちへの示威運動が拡大する中で、（後
述する）「モゴゴシエックの焼き討ち」が起きた。なお、同事件発生の後、
老人たちは犯人たちを特定せずに、実際に集合的な呪詛に踏み切った――こ
の形式を「藪の呪詛」（chubisietap tumin）と呼ぶ。

この焼き討ち事件によって、モゴゴシエック・マ－ケットに置かれていた
コノイン区役所の（県行政官役所、行政警察署、武器庫、図書館、公会堂等
の）建物群が悉く灰塵に帰した。事件のきっかけは、区役所へ押し寄せた暴
徒の若者 1 人を行政警官の 1 人（グシイ人）が射殺したことにある。そのグ
シイ人行政警官の実力行使は、実際には群衆を脅えさせるどころか、却って
激昂させ、即座に警官隊と群衆の間で本物の戦いが始まった。

多勢に無勢、警官隊は警察署の建物に逃げ込む。すると、蝟集した群衆は、
その建物とその外側に停めてあったランドローバーに放火して、気勢を上げ
た。気押された（キプシギス人を始めとする）カレンジン人の行政警官たち
は投降して、若者を射殺したのは自分たちではないと弁明しつつ、命乞いを
した。それに気付いたグシイ人の行政警官は、空中に向けて銃を連射しなが
ら炎上する建物を飛び出して駆け抜け、別の車で逃亡した。他の行政警官は、
誰一人として、彼の逃亡を幇助しようとはしなかった。

（2）自生的な「首長」の登場――キプコイベットの「ODM 首長」
コノイン区役所焼き討ちの後間もなく、区行政の最高責任者である県行政

官（グシイ人）など、モゴゴシエックで執務していた行政官が一人残らずブ
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レティ区の県都リテインに引き上げ、コノイン区の行政は県庁の一隅で行わ
れるようになった。この措置はコノイン区に完全な行政の真空状態を生んで、
それがかなり長期間放置されることになったのである。

すると、無頼な若者集団が各地に跋扈し始めた。行政首長や行政副首長と
いう攻撃目標を失った若者たちは、群を作ってそこここで人々に牙を剥くよ
うになった。若者たちは、大木を転がし、大石を積んで道路を至る所でブロッ
クして、自動車の運転手や見知らぬ通行人から通行料金を巻き上げただけで
なく、ミニ・スカートやズボンを着用している若い女性を咎めて悩ませるな
ど、横暴で独善的な振る舞いに走った。夜間には、抱きつき強盗が頻発した。
バーの飲み代を踏み倒し、強く支払いを求められると逆に刃物で脅す者も珍
しくなかった。しかも、その内に事態はさらに悪化し、若者たちの徒党同士
があちこちでしきりに抗争を繰り広げるようになった。

行政の真空状態がもたらした治安壊乱の影響が最も深刻だった場所の一つ
が、キプコイベット・マ－ケットである。同マーケットは、ブレティ県の県
都リテインを発して東に向かい、モゴゴシエック、コイワ（コイワ郡の郡邑）
を経てさらに西側へと延びている、田舎道の行き止まり（袋小路）に位置し
ている。もっとも、コノイン区の東部に広がるマウ森西側の縁辺部に接した
辺境のごく小さなマーケットではありながら、チェプタラル郡の郡邑になっ
ている。そればかりか、本来は区の中心地にしかない県行政官役所も置かれ
ている。それは、日頃から治安が悪い辺境地域のマーケットとして、政府が
同地域に対する特別の警戒を怠ってこなかった証である。

さて、キプコイベット周辺の住民も、間もなく行政権力の空白による治安
の悪化の犠牲になった。まず、キプコイベット・マーケットの幾つかの店が、
賊に押し入られて商品を盗まれた。次に、（半官半民の公社である）ケニア
茶開発機関（KTDA；Kenya Tea Development Authority）が地元の茶栽
培農家から集めた資金で（キプコイベット近辺に）建設中のコベル・コル製
茶工場（モゴゴシエック製茶工場の分場）が狙われた。建設資材を次々に略
奪され始めたのである。工場の建設現場から数百万ケニア・シリング相当の
資材が盗まれたと気づいた時点で、さすがに住民たちも事態の進展を深く憂
慮しだした。製茶工場は住民たちの（出資によって建設中の）物なのに、住
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民自身がすすんでその財産を横領しているからである。
老人たちは、略奪犯を突き止めようと、緊急住民集会を開催した。事ここ

に至れば、もう手を拱いておれなくなったのだ。しかし、当該地域住民の間
から任命されている行政首長たちは、自宅を後にして逃れ去っていて、もぬ
けの殻だった。そこで、集会では捜査責任者という大役の人選から始めなけ
ればならなかったが、誰もが心に思い描く意中の人物が既にいた。それが、
オーグスティンだった。

オーグスティンは、年齢は 40 歳前後、筋肉質のいかにも頑健な体躯をし
ていて、背丈も約 180 センチメートル以上と高い。彼は、臨時雇いとして
機械工、運転手、乗合自動車の車掌、その客引きなど、ありとあらゆる種類
の雇われ仕事を手掛けた。そればかりか、貧しくて日銭を稼ぐ必要のある彼
は、農作業の手伝い、穴便所用の穴堀り、柵作りなど何でも請け負って、キ
プコイベットの便利屋として知られるようになっていた。以前は、（チャン
ガーと呼ばれる）非合法のトウモロコシ蒸留酒を商っていたこともある。

彼がリーダー的な役割を担い始めたのは、大統領選挙後に ODM が催した
平和的なデモに際して、人々を動員するようになってからのことだった。オー
グスティンは、高々中学 2 年程度の教育も受けていなかったけれど、どんな
時にも冷静沈着に、且つ断固として人々に対し、暴徒化を完全に抑止してい
た。是非とも必要とあらば、たとえ実力を行使してでも人々を規律に従わせ
たのである。彼は、決然たる意志と圧倒的な肉体の力のゆえに深く畏敬され
て、秩序の弛緩状態の中で急激に頭角を現した。そして、やがて地域のリー
ダーとして人々に認められ、「ODM 首長」（ODM chief）と渾名されるよう
になったのである。

（3）若者の強盗殺人未遂事件
オーグスティンは、コベル・コル製茶工場の略奪犯の捜索を依頼される前

にも、跳ねっ返りの若者たちが引き起こす様々な不祥事に進んで介入して、
治安の維持に努めてきた。その中でも、彼の名声を一気に高めたのは、次の
事件だった。

コイワ高校の前の校長代理 S．ロノは、2008 年 1 月の或る晩キプコイベッ
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トのバーで飲酒した後、午後 10 時頃に約 6 キロメートル先のメスウォンド
にある自宅へ帰ろうと歩き出した。1 キロメートル近く歩いた時、背後に低
い足音を聞いて、ロノは立ち止まると、足音がして来る辺りに向かって呼び
かけた。その男は立ち止まったが、返答をしなかった。闇夜であるうえに、
明るい室内を離れて間もない彼の目には、遠くの相手がよく見えなかった。
ロノは付けられているとは思いもよらず、そのまま歩き続けた。

建設中のコベル・コル製茶工場の入口前を通りかかった時、ロノは足音が
もうすぐそこまでやって来ているのを突然知って、今度は強い危険を感じた。
道はその辺りでひどく泥濘んでいたので、襲うには恰好の地点だったからだ。
だが、その荒涼とした場所には助けを求める術は何もなかった。ただ幸いに
も、目が闇に慣れてきて、追跡者のシルエットを捉えることができた。男は
背後からロノに飛びついて泥濘の中に押し倒すと、水溜まりに彼の顔を押し
つけた。だがロノの頑強な抵抗にあった賊は、殺害を諦め、ロノの上着のポ
ケットから財布と携帯電話を奪いとろうとした。ロノは一旦賊を押し退ける
と、財布と携帯電話を厚ぼったい泥の固まりの下に押し込んで隠した。しか
し、ついに盗賊はロノを組み伏せ、彼の胸ポケットから 5 百ケニア・シリン
グを奪って逃走した。ロノは、全身泥と水に塗れて、やっとの思いで自宅に
辿り着いた。

ロノは、翌朝払暁に起き出して事件現場に急行し、昨夜隠しておいた財布
と携帯電話を泥の固まりの下から無事捜し出した。傍らの泥の上には、賊の
物とおぼしき縁無し帽が残っていた。ロノは、すぐにオーグスティンの家を
訪ね、財布と携帯電話に加えて、その縁無し帽を証拠品として差し出した。

オ－グスティンは、即座にキプコイベット・マーケットへ出掛けて行き、
現物を示しながら、2 千ケニア・シリング入りの財布と縁無し帽を無くした
者はいないかと尋ねて回った。帽子はすぐに、ムレフ（スワヒリ語でノッポ
の意）と渾名される若者の持ち物だと知れた。オーグスティンは、財布と帽
子を届けてやりたいからと、ムレフの居所を尋ねてみた。けれども、人々が
ムレフの姿を見たのは、前夜一軒のバーで飲んでいるのが最後だった。ただ
し、それが前夜ロノが飲んでいたのと同じバーだったことから、オーグスティ
ンはムレフが犯人だという確信をいよいよ強め、すぐに捕縛しようと意を決
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した。オーグスティンは、次にその判断を主立った老人たちに伝え、支持を
得た。老人たちは、急ぎ拡大「村の裁判」（kirwoget）を招集した。

オーグスティンは、幾人かの腹心の若者たちを連れてムレフの家に向かっ
たが、留守だった。偶々居合わせたムレフの弟が、ムレフは前夜、帰宅直後
にひどい泥濘で転んだと言って着替え、間もなくまたどこかへ出ていった、
と語った。そこで、オーグスティンが縁無し帽を取り出して見せると、弟は
確かにムレフの物だと認めた。オーグスティンは、キプコイベット・マーケッ
トに戻って老人たちに事情を伝え、老人たちはその日の内に開こうとしてい
た拡大「村の裁判」の開催を延期した。

3 日後に、ムレフがエンボモス・マーケットの辺りのブザー（非合法の安
価なトウモロコシ・ビール）窟に出入りしているという通報があった。エン
ボモスは、マウ森に南側から逆 V 字形に食い込んだ開墾地であるエンボモ
ス亜郡の中心地だが、キプコイベットよりもさらに辺鄙な最果ての地の、名
ばかりの小さなマーケットである。キプコイベットからは、西方約 8.5 キロ
メートルの所にあるコイワへ出、コイワから曲がりくねった山道をさらに
16 キロメートル程北東方向に辿った、開墾地のどん詰まりの地点に位置し
ている。しかも、このルートの後半は、人跡絶えた深いマウ森の中を抜けて
いる。だがオーグスティンは、この一報を受けると、翌朝幾人かの若者を伴っ
て、まだ明けやらぬ内にエンボモスへと旅立って行った。

エンボモスに着くと、彼らは感づかれないように細心の注意を払い、次々
に別々のブザー窟で人々に混じって飲みながら、ついにムレフの居所を探り
当てた。そのブザー窟（普通の民家）の入口からオーグスティンたちが中へ
入って行くと、事情を察したムレフが逃げる素振りを見せた。だが、たった
一つの出入口の周りにオーグスティンたちが陣取っていたので、諦めた。他
の客たちと共に 2、3 杯ブザーを飲んでから、オーグスティンが徐にムレフ
に近づき、外に出ろと小声で言った。オーグスティンが外に出て同じ冷静さ
でムレフに逮捕を告げた場面は、2 人が物静かに語らっているようにしか見
えず、ムレフの連行は、ムレフの友人たちの知らない内に成功裏に進められ
たのである。

連行中、ムレフを後ろ手に縛った縄尻は、オーグスティンがしっかり握っ
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ていた。一行がその日の夕方キプコイベットに辿り着くと、ムレフは、彼が
公衆の面前で罰せられるのを待ちわびている黒山の人だかりを目にして肝を
潰した。その集会（広域「村の裁判」）は、オーグスティンとロノの事情説
明の後、ムレフに罪状認否を求めた。ムレフはロノに対する強盗殺人計画を
淡々と認めて、衆人を一驚させたのである。

老人たちは、代わる代わる立ち上がって、日頃の用心の大切さを強調する
一方、「敵」（他民族）との抗争に加勢せずに自民族を襲う罪を恐れよと、強
く若者たちに警告した。老人たちは、巣穴の周りでは自制して遠くに出掛け
て狩りをし、周囲に盗みと殺戮の嫌疑の余地を少しも残さないハイエナの「賢
い習性」を引き合いに出した。

ムレフに対する罰は、鞭打ちと一決した。行政の空白によって刑務所は使
えないし、財産没収の慣行はキプシギス人の間にはない。鞭打ちは、ムレフ
や他の若者たちの暴行や強奪を譴責する恰好の手だてでもあった。無論、オー
グスティンが鞭を振るった。

（4）コベル・コル製茶工場の略奪事件
さて、ここで、オーグスティンの名声をいよいよ不動のものにしたコベル・

コル製茶工場の略奪事件の解決へと、話を進めよう。
キプコイベットの有力な開発計画として地元の茶作り農民が出資して建設

中だったこの製茶工場の略奪も、やはり若者たちの逸脱した所業だった。若
者たちは、出資者でもなく、同工場を自分たちの物とも感じていなかった。
偶々建設業者がギクユ人であり、建設資材の略奪をギクユ人に対する報復と
見なす手前勝手な合理化も付け加わって、事態を悪化させていた。

2007 年末の総選挙で新たにコノイン選挙区から国会議員に選出された、
オーグスティンと同年輩のドクター・ジュリアス・コネスは、同工場の略奪
が自分たちの首を締めるものだと警告を発し、オーグスティンにキプコイ
ベットで大きな集会（広域、或いは拡大「村の裁判」）を開いて事態の打開
を図るように要請した。ごく小さな土地しかもたない貧しいオーグスティン
には、茶を栽培する余裕はなく、（若者たちと同様に）同工場の出資者であ
る沢山の農民たちの一人でもない。だが、村々の老人たちは、その事実を踏
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まえたうえで、なお彼に同様の要請をしていた。実は、オーグスティンは、
自らもう既に捜査を開始していたのである。

こうして開かれた大集会では、まず、最大の盗難物件である 8 馬力の発電
機を始め、同工場から盗みさられた品々が次々に数え上げられた。そして、
それらを所有している者は 24 時間以内に返却せよ、命令に従わない者は集
合的に呪詛されるだろうという宣言が発せられた。次いで、老人たちは、一
旦その場を離れよと若者たちに命じた。なお、「村の裁判」（あるいは集会）
でこうした扱いを受けるのは、係争案件の直接の当事者と相場が決まってい
る。それから、老人たちは、オーグスティンに、彼がこれまでにこの件につ
いて知り得た情報を明らかにするように求めた。

彼は、腹心の若者たちの一人を使って囮捜査を行って、既に予め捜査の糸
口を見出していたのだ。囮の若者（以下 A と呼ぶ）は、同工場から盗まれ
た鉄パイプを買いたいという情報を密かに流したところ、首尾よく、売ろう
という若者（以下 B と呼ぶ）が現れたのである。A は、B に現物を見せさ
せたうえで価格交渉をして代金を支払い、後日鉄パイプを引き取りに来ると
約束した。翌日、Aはオーグスティンを伴ってBの家を訪ねた。オーグスティ
ンは、巧みに物陰に身を隠してから、A と B の取引の現場にいきなり踏み
込んで、2 人を現行犯で逮捕して縛り上げた。そして 2 人に細かく尋問した
うえで、Aを解放した。これは、後でBが白を切れないようにするためにとっ
た措置であった。彼は、それから、B に彼が知っている他の略奪者の名前を
自白させた。以上の説明と共に、オーグスティンは、その略奪容疑者たちの
名前を老人たちに告げたのである。

ただし、容疑者のほとんどが、その集会に参加していなかった。そこで、
彼らが略奪品を返して呪詛を免れるのに必要な時間的な余裕を考えて、盗品
返還の期限をもう少し先に延ばすことが宣言され、参加者にはその情報を広
めることが要請された。

2日後に再び大きな集会が開かれた。今度は、加害者の若者たちが何を知っ
ているかと問い詰められ、とうとう一人一人立って、全員が事実を告白し、
許しを乞い求めた。各々が盗んだ物を明らかにして、或る者は既に戻したと
いい、別の者は必ず戻すと約束したのである。鉄パイプやスコップのような
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小さな品物は、こうして大体片がついた。だが、最大の盗品である 8 馬力の
発電機だけが未解決のまま残された。ここで、オーグスティンが立ち上がっ
て、その犯人や盗品の行方を知る者は立って事実を述べよと命じたが、誰も
口を開かなかった。

そこで、老人たちは、発電機の略奪者のみならず、それについての情報を
知りながら隠し立てする者にも集合的呪詛が差し向けられる、と強く警告し
た。ここに至って、漸く一人の若者が起立して、リテインの町のコイワとい
う渾名で知られる機械工が発電機を盗んだという噂を聞いたといった。する
と、次に別の若者が立って、自分は発電機がコイワの小型トラックに積み込
まれるのを見たが、コイワ自身はその場にいなかった、と証言した。その若
者は、発電機を積み込んだ者たちを直接見知ってはいなかったが、彼らの風
貌を見事に再現して語ることができた。それでもなお、会衆の誰にも彼らに
心当たりがなかった。

そこでオーグスティンが、生命が惜しければ集合的呪詛が行われる前に発
電機を返せ、と携帯電話でコイワに警告を発した。コイワは、自分の車が略
奪に使われたことを否認した。そこで、オーグスティンは、では 10 分間だ
け猶予を与えると決然と告げて、通話を終えた。10 分後に、コイワがオー
グスティンの携帯電話に通話して、発電機の在り処を知っているが、自分の
車は故障中であり、発電機を返却するには金が掛かるといった。

オーグスティンは、それなら、同様に責任のある発電機の荷積みをした者
たちの名前を明かせと迫った。その者たちが自分が差し向けた者たちである
という事実が発覚するのを恐れたコイワは、それには直接応じず、その代わ
りに翌日中にコベル・コル製茶工場敷地に発電機を運び戻すと約束した。オー
グスティンは、その申し出に同意した。

この合意がオーグスティンによって会衆に告げられた後、老人たちは、「自
分たちの腸を食うなかれ」という人口に膾炙している諺を引いて、地元の農
民が出資して建設していた製茶工場を略奪した若者世代をもう一度諌めた。
さらに、この折りには、行政首長・行政副首長を襲撃することの愚を説くた
めにもこの同じ諺を用いたのだと推量される。

問題の発電機は、実際には、当日の深夜に運びこまれたらしい。翌朝起き
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出した近所の人たちが、同工場の閉ざされた門扉の外側に放置されたその発
電機を見つけたのである。オーグスティンの追求の手を逃れようがないと
悟ったコイワが、全力をあげて速やかに約束を実行したのだった。

（5）平常への復帰の道筋
コノイン区の人々が絶え間ない争いを日常として生きることに疲れを覚え

始めていた 2008 年 3 月の半ばに、PNU と ODM の大連立政府が成立した。
そして、日々の暮らしがゆっくりと常軌に復し始めた。行政首長と行政副首
長たちも、おいおい自家に戻ってきた。しかし、彼らはまだ以前のように存
分に執務することはできなかった。特に、「2007 年総選挙後危機」以前、彼
らが躍起で取り締まっていた、非合法の醸造酒（チャンガー）と蒸留酒（ブ
ザー）は、依然として大手を振って製造・販売されていた。それは、一つに
は、行政首長・行政副首長たちがまだ人々を深く恐れていたからでもあり、
また人々の「自由」を暫時黙認することで平和な関係を回復したいと望んで
いたからでもあった。さらに、「ODM 首長」オーグスティンも、まだ秩序
と平和の維持に忙しく、非合法酒の取り締まりには関心がなかったからであ
る。

さらに、国家社会の機能が徐々に回復してくると、土地関係の文書や訴追
書類など、行政首長による公印（ゴム印）の捺印と署名が必要な文書が欠か
せない訴訟などの事務手続きの必要性が出てきた。また、学校教育が再開さ
れると、高等教育の学資ローンや奨学金を請求する書類の作成のように、行
政首長の同様の仲介抜きでは立ち行かない業務の必要性が目立ってきた。国
民身分証明書の発行請求もその一つであった。こうして、人々は再び行政首
長の任務の重要さを認識し始めたのである。

この過程で、行政首長と行政副首長たちがゆっくりと人々の間で再認され、
それと反比例して「ODM 首長」オーグスティンの評価が逓減して行った。
その後も、オーグスティンを頼る人々がいて、彼も快く力を貸したが、手に
負えない場合はすすんで各地の行政首長に事を申し送った。国家機能の復旧
に伴う「ODM 首長」オーグスティンの「退任」と行政首長と行政副首長た
ちの再認（「再任」）の過程は、このように滑らかなものであった。両者は、
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互いに尊敬し、互いの存在意味を認め合い、どちらも気まずい感情に苦しむ
ことはなかった。両者が同じ「村の裁判」（＝集会）や広域的な「村の裁判」
に一緒に臨席することさえも珍しくなかった。
「ODM 首長」にあって行政首長にないものは、老人たちの厚い信頼に裏

打ちされた集合的呪詛を援用する能力である。一方、行政首長にあって「ODM
首長」にないものは、共同体を政府や国家社会へと恒久的に仲介する能力で
ある。その両方の力が地域社会に備わっていなければ、現代のキプシギスの
共同体は国家と調和的に共存することができない。「2007 年総選挙後危機」
期間、共同体が崩壊の淵に立つという、キプシギス 5 県でも最も苛烈な経験
をしたがゆえにこそ、コノイン区の人々はそのような深い自覚に導かれたの
だと言えよう。それを「ODM 首長」と行政首長の相互に敬意に満ちた滑か
な移行過程が、見事に物語っているといえるだろう。

4 　若者と働く女性たちの叛乱――ンダナイ区のその後の経験

さて、ここで問題になるのは、キプシギス「民族界」縁辺部のその後の状
況である。そこでは、「2007 年総選挙後危機」期間に老人たちの権威が飛躍
的に高まると共に行政首長・行政副首長の権威が大きく失墜したものの、両
者の関係は決定的な対立や破綻には至らなかった。では、その場合、大連立
政権成立による国家機能の回復に伴う行政の移行過程が、はたして前節で見
たコノイン区のように円滑で平和的なものだったのであろうか。本節では、
第 2 節で取り上げたンダナイ区を再度代表例として、この問題を考えてみよ
う。

ンダナイ区では、「地方行政」（provincial administration）は、最低限の
業務をずっと継続していた。だから、コノイン区の「ODM首長」オーグスティ
ンが一旦は背負い込むことになった、共同体の住民と国家を仲介する業務は
特に間然する所なく行われていた。それゆえに、「2007 年総選挙後危機」期
間中に急激に高まった老人たちの権威と最小限にまで押し下げられた行政首
長・行政副首長の権威が再度均衡する移行過程は、コノイン区よりも遙に遅
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く始まり、しかもコノイン区とは対照的に漸進的ではなく、突然、劇的な形
で現象することになった。

（1）ンダナイ・マーケット議長解任劇
以上に描出したコノイン区の状況から、国家行政の下位形態としての「地

方行政」とは別に、今でも（ケニアの二重法制下で）慣習法に基づく村の自
治が生きていることがよく分かるだろう。また幾つかの村々が形作る緩やか
な「地域」には、その伝統的な自治活動の実質的な中核となる、例えばキプ
コイベットのようなマーケット（交易センター）が自ずとできていることが
窺えるはずだ。こうしたマーケットは、老人の権威に代表される共同体的な
自治と国家権力が直に接する、各次元（区、郡、亜郡）での臨界面ともなっ
ているのである。

ンダナイ・マーケットは、キプコイベットよりはずっと規模が大きく、「地
方行政」においても、また自生的な自治に関してもソティック県ンダナイ区
の中心地となっている――ブレティ県コノイン区でいえば、モゴゴシエック
に相当する。そればかりでなく、住民自治がしばしば国家権力（「地方行政」）
と鋭く対決し、しかも往々凌駕する所としてもンダナイは全国的に知られて
きた［小馬　1997b、2005］。ところが、2009 年 7 月 2 日、同マーケットの（無
給の）評議会議長を長年勤めてきた F が、「変化」を求める若者や女性たち
の「叛乱」によって突如「解任」されるという出来事が起きたのだ。

その「叛乱」を起こしたのは、マーケットの貸間に住む売春婦（40 人以上）、
青物露天商や密かに密造蒸留酒を商う女性たち（20 人以上）、それに（村々
から通ってくる）牛商人（60 人以上）などで、ケニアでいう「ドットコム
世代」の若者たちがその中核を占めていた。彼らは、マーケットに住んだり、
マーケットを生業の拠点にしながらも、従来はマーケット評議会の構成員か
ら外されてきたのである。同年 6 月、彼らは、F が 24 年間も議長の地位に
あり、しかも近年は選挙も行われていないことが不当だと主張し、即座に選
挙を実施することを求めた。

売春婦たちの不満は、彼女たちがンダナイ区役所の行政警官や公衆衛生係
官から受ける「ハラスメント」、つまり性病検診証明書提示の気儘な要求に
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対してマーケット評議会が対抗措置を取って保護してくれないことだった。
マーケット評議会は、彼女たちにとっては、地主や店主の保護に偏向した強
者の組織であったのだ。

彼女たちは、F が売春を職業として認めず、自分たちの福祉向上に無関心
だと非難した。そして、死活の問題である客の踏み倒しを焦点にして、次の
ようなごく最近の一例を具体的に挙げて抗議した。或る晩、マーケットに隣
接する G 村の男 C が D の客になった。だが、事が終わると C は約束の 2 百
ケニアシリングどころか、一銭も支払わずに D の部屋をさっさと出ていっ
てしまった。D は、すぐに F に C の不実を訴え出たが、自宅のある村へ帰
ろうとしていた F は客と話し合えと言って事を済ませようとした。

困り果てた D は、やはりンダナイ・マーケットに間借りしている中年の「雑
業者」の男性 S に助けを求めた。当時 S は、数年前からマーケット評議会
に加わることになった、間借り人代表の評議員を務めていた。S は、喜んで
仲介役を引受けて K 村の C の自宅を訪問し、D を人間として扱うべきだと
説いて、支払いに応じさせた。S に深く感謝した D は、この話を仲間の売
春婦たちの間に広めると、彼女たちの間で F を辞めさせるようという声が
上がり始めた。この動きを聞き知ったマーケットの貸間に住む青物露天商の
女性 N も、売春婦たちに呼応して、自分の仲間たちに呼びかけ、声高な反
F 運動を始めた。N は、風紀を乱したかどで、かつてマーケット評議会の手
で一度強制退去を命じられたことがあったのだ。

さて、S が北部地方（ベルグート）の出身らしいことは独特のアクセント
と幾つかの特徴的な使用語彙で明らかだ。しかし、地元には彼の素性を知る
者が一人もいない。S は 1980 年にふらりとンダナイ地方に現れ、作男とし
て数年働いた後、ンダナイ・マーケットのロッジの一間に間借りして前代未
聞の専業の「雑役夫」稼業を始め、人々が嫌がるどんな仕事でも僅かな対価
で請け負ってきたが、主な仕事はマーケット内の掘っ建てトイレの清掃だっ
た。牛も、それを飼う寸土ももたない者として蔑まれたものの、少しも臆す
ることなく、ンダナイ区の辺りでは初めての、しかも追随者のない「マーケッ
ト暮らしの者」（いわば「都市民」）となって生きて、やがて貧しいながらも
結婚して家庭を築いた。
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S 自身は、自分こそがマーケット評議会議長に相応しい人物だと自負して
いる。彼以外、F や評議員はもとより、全てのマーケット男性関係者は近隣
の村の農夫であり、（老人で比較的暇があるとはいえ）半分しかマーケット
に関心を傾注していない。また、皆が村からマーケットに「通勤」している。
だが S は、「1 週間の内の 7 日間、1 日の内の 24 時間」マーケットにいて、
少しも時間を気にせず、何時どこで誰に対しても、しかも自分自身の問題と
して誠心誠意奉仕できる。これが、彼自身が語る、自らが議長たるべきだと
いう根拠である。

牛商人たちは、マーケットの屠殺場を使うだけでなく、近年付設された牛
市場を仕事の場とし、また地方議会（county council）に取引税を支払って
いる以上、ンダナイ・マーケット評議会が自生的な組織であるとはいえ、そ
の選挙権と被選挙権を認められてしかるべきだと、気勢を上げた。

これらの勢力は、声を揃えてマーケット評議会の評議員・議長選挙の速か
な実施を迫り、現評議会がそれを無視すると、その実現をンダナイ郡の行政
首長ラルフ（仮名）に要求した。ンダナイ・マーケット評議会は、国家の「地
方行政」の埒外にある、任意の自生的な自治組織である。だが、ラルフは同
評議会の同意を得ずに即座に介入して、牛商人や女性たちの動きにすぐ支持
を与え、2009 年 7 月 2 日午後、自ら陣頭指揮して選挙集会を断行した。だが、
S を除く現役の評議員も F も、またほとんどの地主や多くの店主も、敗北を
予感し、或いは同評議会規則に則らない選挙が「不法」だとして、選挙をボ
イコットした。

（2）女性たちの造反
牛商人たちは概して豊かであり、牛に関係する仕事に誇りももっている。

それゆえ彼らは、1 頭の牛ももたない貧しい者はキプシギス（Kipsigis）で
も「男」（murenik）でもなく、それゆえ人々を指導する資格はないと、S を
議長候補に擁立した女性たちを非難した。その一人 T は、こう言った。「ど
うして便所掃除夫がリーダーになれるのかい。議長は、もっと尊敬に値する
職業人であるべきだよ。S は、このマーケットをみじめったらしい色で塗り
込めるだろうさ」と述べて、G 村の M（当時 27 歳）を議長候補に推挙し、
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牛商人全員の支持を得た。他方、青物や（密かに）密造酒を取り扱う女性の
露天商と売春婦たちは、議長には S 以外誰も望まないと言い募ったので、結
局「投票」が行われることになった。
「投票」は、議長候補者の後に支持者が列を作る仕方で実施され、各列の

人数を数えたのは、行政首長ラルフ自身である。その結果、M の得票数 153 
に対して、S は 63 だった。こうして、前例を見ない、27 歳の飛び抜けて若
い議長が誕生した。なお M は、小学校（8 年制）の 6 年で学業を放棄して
いて、教育の面では S と選ぶところはなかった。

次いで副議長の選挙に移ろうとした時、ここでもまた前代未聞の事態が起
きた。女たちが声を揃えて、S を副議長に任じて欲しいと男たちに嘆願し始
めたのである。だが、男たちは J という候補を擁立することを予め決めてい
て、選挙の実施を主張して譲らなかった。すると、女たちは、絶望した者が
最後に訴える神秘的な報復手段としてひどく恐れられている（邪術と呪詛を
組み合わせた）「宣誓」（mumek）を行うと宣言したのだ。そして、野菜売
りの L と、同じく野菜売り（兼売春婦）の H が、頭からスカートを脱ごう
と裾をからげ始めた。それとほぼ同時に売春婦の D がブラウスのボタンを
外し始めて、胸を露にし出した。「宣誓」は、素っ裸で行うのである。男た
ちは意表を突かれて完全に色を失ってしまい、視線を泳がせて、呆然と突っ
立っていた。

T とラルフが、大慌てで女たちを制止するとともに、男たちに強く妥協を
要請した。男たちには全く打つ手がなく、渋々 S の副議長就任提案を飲んだ。
その結果、新たな書記には、男たちが推す P（32 歳）が女性側からの異論
もなく無「投票」で選ばれた。ただし、会計には、携帯電話を使った送金シ
ステムという最新の小商いをする傍ら、バーを経営する中年女性 A が選ば
れた。女性の役人選出もまた、前代未聞の出来事であった。そして、この選
挙の 1 週間後に旧役員たちが正式に選挙結果を受け入れて退任した。

（3）「2007 年総選挙後危機」における共同体と F の変質
以上に縷々報告したのは、24 年間もの間、ンダナイ・マーケット議長と

してンダナイ区の人々の厚い信任を得てきた F が、突如、しかも若者たち
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と女性たちの「叛乱」によってその職を追われたという社会劇である。
以上の出来事は、「2007 年総選挙後暴動」発生から約 1 年半の後に起きた

ものだが、背景をなす最も重要な要因は、その 1 年半の期間におけるンダナ
イ地区共同体ならびに、その中核であるンダナイ・マーケット議長としての
F の属性の急激な変化にあったと見なければならない。すなわち、「2007 年
総選挙後暴動」以前のンダナイ・マーケットは、民族社会の論理と国家行政
の論理が緊張を孕みつつ拮抗するダイナミックな境界面をなしており、F は、

（次節第 1 項で述べるように）各村の老人たちが代表する伝統的で集合的な
権威と、伝統的にはキプシギスの広大な民族空間とを、現代的には国家社会
が可能にする個人の自由とを媒介する役割を巧みに果していたと言えるので
ある。

ところが、「2007 年総選挙後暴動」以後は、ンダナイ・マーケットが、キ
プシギス人が他民族（グシイ人）ばかりでなく、国家政府とも暴力的にも鋭
く対峙する最前線と化した。そして、本節で見たように老人たちがエスノ・
ナショナルな権威として急速に立ち現れ始め、人々の価値観や日常の行動に
強く介入するようになった。この動きの中で、ンダナイ・マーケットという
共同空間も、またその議長としての F の性格も、本質的な変化を見せたの
であった。

重要なのは、その状態が（コノイン区の「権力の空白」状況とは対極的な
意味においてだが）キプシギスの共同体の柔軟な論理を窒息させるものだっ
たことだ。キプシギスの共同体では、村の老人たちの中心的で保守的な権威
と、変化への柔軟な対応策を託された「異人」から選ばれたキルウォギンデッ
ト（調停者、ないしは助言的裁判官）という独特の役職が担う革新的な力と
が相互媒介的に働いていた。つまり、村の共同性は、人々の自由を窒息させ
ない、二元的な柔構造を重要な属性としていたのである。

キルウォギンデットの語が現代語としては行政首長を意味するのは、（必
ず他民族出身者が任命される区担当の県行政官〔D.O.〕とは異なり）キプシ
ギス人の地元民から選ばれる行政首長の役割の中に、村の老人たちの保守的
で集合的な権威に対抗して村を外部（民族世界、国家社会）へと開いて自由
を確保してくれる機能をそれなりに見て取っていたからである。無論、かつ
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てのキルウォギンデットの役割は国家公務員である行政首長には十全には果
たせず、人々の側にも彼らと（対抗的・相補的に）その機能を非公式ながら
分担する者が必要だった。それが、キプコイベットやンダナイという地域の
中心的なマーケット（交易センター）の代表者だったと言える。この事情を、

「2007 年総選挙後危機」の期間にコノイン区の「ODM 首長」オーグスティ
ンが、見事に実証してくれたのである。

次節（第 5 節）では、F のンダナイ・マーケット議長としての経歴とその
変化をもう一歩立ち入って分析することから始めて、本節の論議を敷衍して
みよう。

5 　共同体と言葉

本節では、前節の最後で論じたキプシギスの共同体、ならびにそれに固有
な媒介者としてのキルウォギンデット（kirwogindet）――あるいは「キルウォ
ギンデット性」――の論理を一層明確に把握しておきたい。そのために、或
る共同体の特質とそこで用いられる言語形態の布置との間の相互関係の検討
という切り口を、本節では採用する。

筆者は、かつてキプシギス社会で使われる言葉の 2 つの形式とその拮抗し
た関係を、キプシギスの政治構造の基盤をなす要因として、植民地化以前の
状況から説き起こして詳しく論じたことがある［小馬　1984、1997a、
Komma　1992］。本節第 1 項では、それを思い切って要約して紹介する。

（1）拮抗する言葉の 2 つの形式  
キルウォギンデットの重要な属性の一つは、キプシギスの共同体の日常生

活における理想としての寡黙さ（「言葉がないこと」）と好一対をなす、多弁
さと雄弁さである。キルウォギンデットがその雄弁をもって果たすべき重要
な仕事の一つは、他の人間集団、特にマサイ人（Maasai）との間に立って
講和を達成することであった。

19 世紀後半に活躍した高名なキルウォギンデットであるアラップ・キシ



第 3 章　キプシギスの共同体と 2 つの「エクリチュール」 133

アラは、この才能とそれを生かした業績によって卓越し、（半ば毒を含む言
い方だが）「蛇のごとく舌を動かして」話し続けられたと言い伝えられている。
なかでも、彼が水際立った成功を収めたのは、キレビ・マサイ人との和平工
作だった。

和平に合意して、キプシギス人とキレビ・マサイ人が再度相接して住もう
という段になってから、どちらの民族の側へどちらの民族が移住するべきか、
なかなか決着しなかった。そこでキシアラは、当方には途方もない量の乳を
出す足萎えの雌牛がいるので、たとえそうしたくても移住が叶わないのだと
述べ、実際にその検分に来て欲しいとキレビ・マサイ人を誘った。キレビ・
マサイ人が訪ねて来ると、キシアラは、シコクビエ製の（乳色をした）ビー
ルを振る舞った後でシコクビエの畑を見せ、我々農牧民にとってのシコクビ
エは純粋な牛牧民たるお前たちの雌牛に相当するのだと説いた。かくして、
納得させられたキレビ・マサイ人の一分派が移住して来た。だが、幾年かの
平和な歳月が流れた後、キプシギス人が彼らを襲撃して壊滅させた。キシア
ラは、別のマサイ人の一分派、トロンゲイ氏族を殲滅させた時にも、同じ類
の修辞を弄したと伝えられている。

ここで重要なのは、キシアラが、やはりマージナルマン（「異人」）だった
事実を確認することである。彼は若い時にキソンコ・マサイ人の間で暮らし
たことがあったので、マサイ語（マー語）によく通じていた。キプシギス人
は、キプシギスの土地を離れた人々も、キプシギスに帰化した者と同様に「異
人」（kipsagarindet、本性に悖る者）と呼ぶ。だから、キシアラも異人であり、
他の民族の言語を自在に操るその特殊な言語能力のゆえにリーダーとなる資
格を与えられたのである。

ところで、加入礼（成年式）とは、（主に母親と家庭によって育まれた）
子供の属性（内面）を脱ぎ捨てて、正式の社会成員としての成人へと豹変す
る（つまり、新たな内面を獲得する）儀礼である。それ以来、謎々（tangoi）
に代表される、あらゆる子供っぽい行為は忘れ去って了わなければならない
のだ。それゆえ、その後もなお子供っぽい振る舞いを残す者は、「謎々者」

（kiptangoiyan）と揶揄され、軽蔑されるのである。ところが、キシアラの
論法は、上で見たように、まさしく謎々遊び（tangoi）とキプシギス民話の
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トリックスターたちが操る言葉のトリックを彷彿とさせるものであった。こ
こにキルウォギンデット性の論理根がある。

キルウォギンデットの日常的な役割は、「村の裁判」（kirwoget）を司る他
に、戦士たちがマサイ人などの他民族から略奪して来た家畜を彼らの間で公
平に分配するように促すことだった。即ち、人々の互酬的関係に絡む問題全
般を巧みに調停し、民族社会の調和を維持して行くことが、彼らの役割だっ
たのだ。

ところが、村の裁判以外にも、紛争を儀礼的に解決する方法がある。それ
は、加害者が一定の象徴的な品物を被害者宅の屋外にある祭壇の根元に深夜
密かに置いて帰り、その翌日に名乗り出て許しを乞う「儀礼的謝罪」（nyoetap 
kat）である。一旦これがなされてしまうと、被害者は怒りを鎮めて加害者
と握手（kat-ge）し合って、潔く相手を許さなければならない。すると、例
えば盗みの犯罪性は中和されて、貸借に変質する。万一被害者が「儀礼的謝
罪」を拒むことがあれば、今度は被害者が世間から広く糾弾されることにな
るのである。
「村の裁判」では、キルウォギンデットが一旦裁定を下せば、それが変更

不能の最終的な決定となる。そして裁判の掉尾に、当事者双方が必ず握手
（kat-ge）して裁定を認めたことを表明して、和解しなければならない。また、
離婚儀礼の最後にも、夫婦であった 2 人が握手をする儀礼行為が必ず行われ
なければならない。
「儀礼的謝罪」や儀礼化された握手の効力は、キルウォギンデットの裁定

と同様の強制的な効力をもっている。つまり、それらの要素は、人々に受諾
困難なことを敢えて受諾させるという同一の社会的機能があり、構造的に相
同なのである。膠着状態を打破して新たな状況を導くと共に当事者たちに同
意を強いるこの力を、“kat”と概念化することができるだろう。

ところで、帰化人男性は、1 世ならチェルレ（Chelule、囚われ者）の通
称で呼ばれ、2 世ならアラップ・チェルレ（arap Chelule、チェルレの息子
の意）という類型的な父称を与えられる。帰化人は、余人と平等な取扱いを
受けるものの、2 世代の間は一種のスティグマを帯びており、（裏切りを恐
れて）このように監視を受けるのである。アラップ・マラブンは、（キシア
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ラと同じく）謎々遊びのごとき独特の言葉を操って、戦士たちの内発的な戦
意を劇的に誘発し、決死的な戦いに駆り立てたことで知られる、不世出の戦
士のリーダーだった。彼も、子供の時に連れて来られて帰化した、グシイ人
出身のチェルレだったのである。また、他部族との交渉の名人で、キシアラ
の右腕と讃えられたキプケテスも、グシイ人起源の最も新しい氏族の一つで
あるナラチェック氏族の一員だった。戦士のリーダーやキルウォギンデット
は、こうした周縁的な人々から選ばれた。彼らのリーダーシップは、“kat”
する（つまり、当事者に同意を強いる）言葉の力によって権威を付与されて
いたと考えられる。

しかし、彼らのその“kat”する（つまり、当事者に同意を強いる）言葉
の力は、一方では、老人たちの集合的な呪詛（chubisiet）という固有の言葉
の力によって、厳しく統制されていた。例えば、やや時代は下がるが、社会
人類学者ペリスチアニィの最良のインフォマントであった北部（ベルグート）
地方のキルウォギンデット、アラップ・テレルは、（短期の形ばかりの中継
ぎ役を立てて）近い将来自分の息子をキルウォギンデットにする策略を巡ら
して、再三辞任を申し出た。だが、同じ家族の者が権威を独占して共同体が
平等主義的な破綻するのを恐れた長老たちが、その度ごとに、呪詛すると脅
して翻意させている［Peristiany　1939：179-181］。また、先に触れた通り、
植民地化以前、老人たちは、両端の尖った短い棒（mosigisiyot、「生まれざ
るもの」）を犯人に投げつけて死刑にすることを人々に命じる権力ももって
いた。

老人たちの呪詛の神秘力は、高齢で祖霊に近い存在としての彼らの正当性
に由来している。老人の呪詛の力は、キプサマエック、キバエックなど、社
会的な権威をもつ呪詛氏族の存在によって補強され、増幅される。それら呪
詛氏族はいずれも古い起源をもつ。そして、現在でもしばしば「本当のキプ
シギス」と呼ばれ、グシイ人やマサイ人などの非カレンジン諸民族に起源を
もつ新しい氏族と対比されているのである。

では、キルウォギンデットの語で呼ばれる行政首長には、最初期はどんな
人物が推薦されたのだろうか。人々は有為な人物を手元に留保しておいて、

「余り知られず、むしろ低い地位の」人々を推薦したという［Manners　



136

1967：321］。実際に具体的に言えば、異人、予言者の伝令、さらには共同体
の内部から析出する異人である「謎々者」などが、推薦されたのである。白
人の下働きをして英語やスワヒリ語という民族の外部の言語を覚えたアラッ
プ・タプトゥゲン、アラップ・チェリロ（伝令の一人）、アラップ・テンゲチャ
らが、そのような範疇の異人に当たる。テンゲチャは、特に有能だった行政
首長として、後にキプシギスの中心都市ケリチョの通りに名前を記念された
人物だが、クワビ・マサイ人と共生している狩猟採集民であるオモティック

（Omotik）の出身だったと言われている。それどころか、草葺き屋根（lany）
のテッペンの杭（家主の生殖力の象徴）を折り取る驚くべき悪癖から「屋根
登り」（kiplanykot）と蔑まれつつ恐れられた男や、ビール壺に向かって放
屁してパーティーを台なしにした男など、困り者の「謎々者」も推薦された
のだ。

注目するべきは、キシアラの事例に見た通り、外部の言語を操る能力ばか
りか謎々の論理もまたキルウォギンデッドの言葉の力の特徴であり、またこ
れらの異人がキルウォギンデッドに直に通じる属性をもっていた事実であ
る。そしてキルウォギンデットと同様、行政首長も長老たちの呪詛の力と対
抗的な関係にあった人たちである。初期の行政首長の多くが短命だったのは、
長老たちの呪詛を受けた結果だとされている。

つまりキプシギスの政治は、中心的な価値を担う権威である老人階梯にあ
る年齢組、ならびに彼らの力を代表する古い氏族が管理している（“chup”
と概念化できる）保守的で制裁的な言葉の力と、余所者性に由来する周縁的
な氏族出身のリーダーたちによって担われる柔軟で革新的な言葉の力

（“kat”）との拮抗関係を基に、ダイナミックに展開されて来たのである。
ところで、上野千鶴子は『遠野物語』の分析を基に、「日本中世の共同体

的基礎は、古代末期に成立して以来、近代のその崩壊期に至るまで、ほぼ構
造的には変化をこうむらずに継続してきた」と述べた［上野　1985：95］。
だが、英国によって植民地化される前は絶えず移動し、行く先々で大小様々
な人間集団と出会って絶えず離合集散してきた東アフリカの人間集団、分け
ても流動性の高い（キプシギス人のような、かつての）牧畜民の場合、そう
した日本的なイメージで共同体を捉えることは大きな誤解を招く。
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最も重要なのは、次の点である。キプシギスの共同体は、上野が描いた日
本の共同体のように、どんな社会的な暴威も、あたかも嵐をやり過ごすがご
とく身を低くしてじっと耐え通すという、一枚岩の内部構造を持つ牢固な性
格のものではない。いや、生存条件が遙に過酷だったキプシギスの共同体の
存立基盤には、そのような我慢を許容できるだけの余裕がなかったと言うべ
きだろう。周囲の諸民族の絶えざる襲撃、旱魃、家畜の疫病の間欠的な流行、
それらに起因する常習的な飢饉などを克服するには、その都度臨機応変に迅
速な対応を怠ることができなかった。それには、「異人」が備えている外部
に開けた目と外部と交流できる言語能力にどうしても頼らざるを得なかった
のである。

だが、「異人」には、「異人」であるがゆえに民族を裏切る危険性を共同体
は感じていた。また、キルウォギンデットが（例えば上記のアラップ・テレ
ルのように）権力を私物化して、社会を集権化しようとする危険も潜んでい
る――実は、アラップ・キシアラも王になろうとしたと言えるのだ［Komma 
1998］。「異人」の能力を絶えず共同体に注入させながらも、同時にそうした
危険を共同体の中核が抑止して行くのが、“kat”と“chup”の 2 つの言葉
の力の均衡という、キプシギスの共同体の構造的な論理だったのである。

ここで、本項の内容をあらためてもう一度要約しておけば、次のようにな
る。キプシギス人の間では、民族全体で共有する年齢組をよりどころに、血
縁的な氏族や地縁的な村という狭い共同体を超えて横断する広い民族的な社
会空間が形成されていた。人々は、キプシギスの全領土内だけでなく、名称
も構造もほぼ等しい年齢組体系をもつ他のカレンジン人諸民族の領土へも自
由に移動できた。そして、異人を絶えず柔軟に取り込んで内部化することに
よって新しい状況への積極的な適応の可能性を確保する一方、社会の中心に
いる長老たちの優勢な宗教的な権威によってそれらの異人を絶えず統制し
て、彼らの暴走や反逆を抑止していたのである。

（2）日本語的論理と欧州語的論理のアナロジー
本項では、前節の内容を踏まえながらも、さらにもう一歩先に踏み込んで、

キプシギスの共同体を構成する構造的な論理の理解を深めたい。それには、
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やはりその内部における 2 つの言語形式の拮抗という視点が同様に重要なの
だが、ここでは、敢えて別の思い切った新しい切り口を用意した。それは、
老人たちが体現する“chup”する力をいわば「日本語の言葉の論理」に、
他方キルウォギンデットが体現する“kat”する力をいわば「欧州語の言葉
の論理」に準えて再考してみる、というものである。

この方向での検討を推し進めるうえで、大野晋［大野　1978：9-19］の学
殖に学ぶべきところが多々ある。そこで、まず、彼の論ずるところを簡潔に
要約してみよう。

大野は、言語の役割とは何かと、根源的な問を立てている。そして、相手
がまだ知らないことを語り伝えることが、言語の最も基本的な条件であると
する。裏返せば、相手が知っていることは省略するのが合理的な知恵だとい
うことだ――一種の「言語の経済」と言えよう。そこで日本語は、既知と未
知（話し手と聞き手が互いに知っていることと知らないこと）を分けて言葉
を組み立てる文の構造を発展させてきた。だから、大抵は主語を省いても不
自由がない――もっとも、欧州の言語でも日記や特別親しい人物宛の私信で
は一人称単数の主語を省くが、これは日本語の場合と同じ論理による。日本
語では敬語が発達しているので、言及されている人物が誰かは文脈で自ずと
分かるのである。これに対して、欧州の言語は、主語と述語の呼応・一致を
支柱として言葉が組み立てられている。

大野は、日本語と欧州語のこのような本質的な違いには、両方の社会の仕
組みの違いが大きく関係していると考えた。日本の定住的な稲作共同体の村
では人間関係が固定されて狭く、「言葉が見ず知らずの人に事実を正確に伝
えるという役割を負うことは多くなかった」。一方、欧州では「人々は個々
であり、個々の知らない人たちが集まって町をつくったり、知らない A と
B とが出会うことによって人間関係を作る」がゆえに、言葉や契約が大きな
役割をもった。つまり、「我」と「汝」との間に深く越えがたい谷間がある
と認めている人々が、言葉に頼って人間関係をとり結び、契約を交わすので
ある。だから、欧州の町の中心には「公衆のための広場」、つまり知らない
者たちが人間関係を取り結ぶべき場としての広場が必ずあるのだが、日本に
はない。日本では、「いかに事実をはっきり伝えるかというよりも、いかに
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して相手にいやに思われずにすませるかに細かい神経を使うという面があ
る」という。

大野自身、「日本語／欧州語」という形での粗い対比の危険性をよく自覚
している。そこで、ここでは、大野が立てた「日本語／欧州語」の区別を、
敢えて度外視する。日本語の特徴を日本の定住稲作共同体と直結させる大野
の論議も、同様に棚上げにしたい。つまり、ここでは、①「既知と未知を分
けて文を組み立てる」言語と、②「主語と述語の呼応・一致を支柱として文
を組み立てる」言語という、言語の条件の 2 類型区別に大きな意義を認めて、
その「個を埋没させる／個を析出させる」という機能的な対比に着目したい
のである。

そのうえで言いたいのは、キプシギスの村共同体内部の言語形式が①に相
当し、一方、村共同体相互間、ならびにキプシギスの民族共同体とその外部
の間で使われる言語形式が②に相当する、ということだ。そして、①を護持
する者が老人たちであるのに対して、②を駆使して共同体間や民族とその外
部（他民族、国家）を媒介する者がキルウォギンデットだということでもあ
る。すなわち、前項の“kat”と“chup” の 2 つの言葉（言語形式）の力の
均衡というシェマを、ここで、①と②の間の均衡として捉え直してみたいの
だ。

村共同体に住むキプシギス人は、多弁な者を「言葉の多い者」と表現して
強く忌避してきた。キプシギス語の（時間帯を問わない）挨拶の基本形は、

“Ichame ge?”（自分を愛しているか？）に“Momi ng'ala.”（言葉が何もない）
――または“Achamege.”（自分を愛してる）――と答えることである。こ
れは、東アフリカのリンガ・フランカであるスワヒリ語の挨拶の基本形であ
る、“Habari gani?”（ 知 ら せ は 何 か？） と い う 問 に 対 し て、“Hakuna 
maneno.”（言葉が何もない）と答える事実にも良く通じるものだといえる。
つまり、言葉が要らないのは、安定と無変化の確かな兆候であり、それゆえ
に伝えるべき未知の「言葉が何もない」事態は、安定を旨とする村共同体で
はめでたく喜ばしいことと感じられるのである。

このように、キプシギスの村共同体では、言葉は通常は（或る意味で日本
語と同様に）事柄の既知と未知の区分によって組み立てられている。そして、



140

未知の言葉が悪い兆候であるのに対して、既知の言葉は良く、大きな価値を
もつのである。（広域的）「村の裁判」で、老人たちが盛んに諺を引用して若
い世代を諌めたことを、ここで思い出して欲しい。老人たちが独占的に行使
する神秘的な言葉の力（“chup”）である呪詛（chubisiet）は、厳格に定式
化された発話であり、最も起源が古く「真のキプシギス」と称される 4 つの
呪詛氏族がそれを常に先導する。つまり、古い安定した言葉は、かけがえの
ない知恵として絶大な権威をもつのである。

これに反して、キルウォギンデットの駆使する言葉は、子供の謎 （々tangoi）
やおとぎ話の論理に酷似している。だから彼らは、一種の「謎々者」

（kiptangoiyan）だと見られてきた。謎々の生命は、驚きをもたらす未知の
言葉であることを本質とし、それゆえに、できれば発明されたばかりのもの
であることが望ましい。謎が解けた瞬間に心の有り様や辺りの情景が一変し
て見えるほどの衝撃性と打開力があれば最高である。
「ODM 首長」オーグスティンが集会にもたらしたのは、かつてのキルウォ

ギンデットの場合と同じく、彼が骨折りを惜しまずに集めてきた、共同体に
は「未知」の言葉や情報だった。この言葉の形式は、やはりキルウォギンデッ
トと同じく、村共同体や民族世界を国家社会と繋ぐ言葉をもたらす者である
行政首長たちも、幾分なりとも分かちもっている特性だと言えるだろう。彼
らは、時々の国家政策を人々に伝授するのだから。

（3）体罰と「異人」
さて、ここで犯罪と裁判、さらには体罰へと考察を敷衍してみよう。犯罪

は、いわば文に主語さえも不要なほど自他が合一している村共同体に、いか
にも鋭い亀裂をもたらすがゆえに反社会的な行為なのだといえる。犯罪が起
きれば、混然たる自他を敢えて切りわけて、特定の名をもつ特定の個人の責
任を明らかにしなければならない。そして、責任者の処罰か排除によって、
再び自他が混然と合一する条件を整えなければならない。つまり、この時に
初めて共同体の内部の言葉に主語が否応なく必要になり、さらに主語と述語
の正確な対応関係が問題化する。だからこそ、それは共同体の内部の者には
辛く困難な、あるいは不可能な営みとなる。それゆえに、その任務は余所者
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であるキルウォギンデットに専ら託されることになるのだ。
処罰は、極めて実現不可能性が高い。キプシギスの裁判の公式とでも言え

るのは、コベル・コル製茶工場略奪事件の顛末からも明らかなように、①老
人が呪詛で脅し、②犯人が告白して許しを求めて認められ、③それを受けて
老人が諺（という古い定式的な言葉）で戒める、という経過を辿ることであ
る。ことに「民事」的な事件では、この傾向が顕著だ。しかし、ロノを襲っ
て金を強奪したムレフは、公衆の面前で「ODM 首長」オーグスティンに鞭
打たれた。こうした体刑は、全く極めて異例なことだが、ここにキルウォギ
ンデット的な存在の特質がよく現れているとも言える。

なお、かつてのキルウォギンデット自身は、人々に暴力的に対することは
なかった。ただし、キルウォギンデットは、退役した戦闘のリーダーから選
ばれた。その戦闘のリーダーたちは、隊列を乱す者を殴りつけても規律に従
わせることで恐れられていたのだった。

先に述べたように、植民地化される前には、老人たちは、両端の尖った短
い棒を投げつけて犯人を殺すことを人々に命じる権力をもっていた。ただし、
この死刑は自他不分離の集合的な主体、つまり共同体によって共同的に行使
されるものだった。誰が犯人を殺したかは、このやり方では不分明になり、
その結果、処罰の主体が析出しないことになる。その行為主体として自らを
明らかにすることは、成員が固定的で和を何よりも尊ぶ共同体の成員にはい
かにも辛く、耐えがたいことである。だから、ムレフを打擲し得るのは、内
なる余所者であることを引き受けたオーグスティンでしかあり得なかった。

彼による処罰は、いわば主語と述語が明確に対応する論理をもつ文として
の行為なのである。オーグスティンは、厳格な処罰の客体としてムレフとい
う個を析出して体罰を加えるとすれば、それと同時に、相互媒介的（共起的）
に処罰の主体として自己を析出する覚悟を決めなければならなかったのであ
る。その反共同体的な価値、つまり間共同体的な民族世界の価値を敢えて引
き受ける覚悟を敢然となしえた点で、オーグスティンは、まさしく「首長」
の特質（「キルウォギンデット性」）を備えていたと言えるだろう。

それは、オーグスティンが、土地や牛をほとんどもたない者で、且つ低学
歴の者だったからである。すなわち、共同体の内部では蔑まれる貧しい「マー
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ケットの便利屋」だった事実、いわば共同体における「異人」であった事実
が大きいのだ（ここで、ンダナイ・マーケットの新副議長となった雑役夫 S
が思い出されるはずである）。

だがオーグスティンは、マーケットでは、あらゆる技能に通じた万能人と
して敬愛されてもいた。植民者が創設して以来、自生的に各地に普及して行っ
たマーケット、つまり交易センターは、「知らない A と B とが出会」い、言
葉に頼って人間関係をとり結び、契約を交わす「公共の広場」として機能し
てきた。それは、「言葉が見ず知らずの人に事実を正確に伝えるという役割
を負う」場、言い換えれば、主語と述語が正確に対応するべき言葉論理が支
配する場なのである。
「2007 年総選挙後危機」という権力の空白期間は、いわば主語も不用なほ

どに自他が融合している村共同体の匿名性原理が、若者たちによって野放図
に共同体の外部へと持ち出された混乱期である。間共同体的な場としての
マーケットの原理を典型的に体現していたオーグスティンは、その非常事態
のアモルファスな状況に亀裂を走らせて自他を分節することによって、新た
な秩序を創り出すことができた。ここに、オーグスティンがこの非常時に台
頭した背景がある。

無論、一定の場に設置されて固定されているマーケットの空間の属性は、
特定の管区を持たず、「村の裁判」に招かれて自ら何処へでも出掛けるキル
ウォギンデットの属性とは、そのまま重なりはしない。だが、その両方がも
つ間（村）共同体的な論理は、構造的に互いに相同であると見る必要がある
と言えるだろう。

おわりに

最後に、ここでもう一度検討しておかなければならないのは、キプシギス
の民族世界内部の言語事情を、日本語と欧州語という全く系統の異なる言語
間の論理の対比に準じて論じることの妥当性であろう。

筆者は、この難点を克服するに当たって、バルトの「エクリチュール」と
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いう概念を援用したい。バルトは、我々が言語を用いる時にそれと気づかず
に運用している、目に見えない３つの規則を挙げた。それは、①同時代の話
者全員が共有している規則と慣習の集合態として外側から個人を規制するラ
ング、②「好み」ないしは個人的な言語感覚として内側から個人を規制する
スティル（「文体」）、それに、③「エクリチュール」である。

この場合バルトは、「エクリチュール」を「語法」（ランガージュ）とほぼ
同意で用いている。そして、①と②は個人が自由に選択することが困難であ
るのに対して、③は選ぶことが可能であることに注意を差し向けた。たとえ
ば、自らを「私」や「僕」と呼び、教師を「先生」と呼んできた者が、或る
日突然自分を「オレ」、教師を「アンタ」か「キサマ」と呼び始めたとして
みよう――大学紛争時にこうした経験は珍しくなかった。この変更は、彼の
言語内現実（語彙、抑揚、音声の高低・強弱・速度など）を多面的に変える
だけでなく、彼の言語外現実（身振り、表情、衣食住の好み、社会活動など）
もまた言語内現実に適合的なものへと全面的に変えてしまうだろう。こうし
て、一旦戓るエクリチュールを選択したということは、それを位置付けるに
相応しい或る社会的な関係の場を選択することに他ならない、とバルトは言
うのである。

バルトは、エクリチュールを個人に関する事柄として捉えて、個々人のエ
クリチュール間の（万人による）競覇的関係性を指摘している。しかしなが
ら、筆者は、ここで彼のエクリチュール概念を“kat”と“chup”の 2 つの
言葉（言語形式）の力の均衡というシェマの明確化のために意識的に援用し
てみたかったのである。

ただし、自我には、主体的な側面のみならず、客体側面があることを合わ
せて考えてみるべきである。エクリチュールにもまた、自ら選ぶよりも、他
者の視線が事実上それを決定して、個人がその選択を強いられるという側面
が強くあると思われてならない。かつてのキシアラやマキチェだけでなく、
今日の「ＯＤＭ首長」オーグスティンもまた、彼を「異人」と見るキプシギ
スの共同体の論理が生み出したと見るべきであろう。すなわち、彼に貧乏な
余所者としての「内なる異人」に相応しいエクリチュールを自ら選択させる
ことを強いることによって。
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